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一
、
今
枝
捕
八
郎
敵
合
の
様
子
を
測
る
事

天
正
十
二
年
長
倣
陣
の
時
‘
信
雄
の
医
今
枝
繍
八
郎
、
紳
子
岡
八
省

術
門
に
肉
て
去
ふ
。
我
弱
年
に
し
て
敵
合
の
様
子
を
不
知
、
貴
殿
は

度
々
の
武
功
な
れ
ば
、
今
日
我
等
を
召
連
れ
敵
合
の
様
子
を
示
し
給

へ
と
云
ふ
。
一
柳
子
岡
賢
く
も
能
闘
を
宜
ふ
も
の
哉
。
は
や
我
等
に
同

道
し
給
へ
と
て
、
只
二
騎
に

τ池
田
勝
入
の
先
へ
近
々
と
来
懸
る
。

踊
八
邸
指
物
は
滋
賀
の
一
幅
の
二
間
あ
る
に
て
、
双
寧
へ
闘
に
か
h

る
。
勝
入
看
て
、
何
者
な
れ
ば
身
共
の
先
へ
近
づ
く
、
慮
外
も
の
、
あ
れ

打
落
せ
よ
と
日
置
伊
右
術
門
へ
被
申
付
。
踊
八
郎
は
伊
右
衛
門
篤
に

を
ひ
な
れ
ば
指
物
も
見
知
.
不
便
な
が
ら
鍛
焔
三
十
挺
ひ
し
/
¥
と

打
之
。
紳
子
悶
云
。
粥
八
銭
勉
に
構
ひ
給
ふ
な
、
あ
た
ら
ぬ
も
の
ぞ

あ
た
ら
ぬ
も
の
ぞ
と
い
ひ
/
¥
馬
を
衆
廻
し
/
¥
す
。
調
八
郎
も
紳

子
回
が
す
る
如
く
す
る
内
に
、
一
番
楽
を
打
梯
ひ
二
番
襲
を
と
む
。

紳
子
岡
い
ふ
。
か
様
の
所
に
長
居
は
せ
ね
も
の
ぞ
、
我
等
に
任
せ
て

を
御
覧
候
て
、
如
何
の
儀
と
御
尋
也
。
水
原
友
衛
門
御
駕
の
脇
に
居

て
、
前
後
の
首
尾
有
の
健
に
申
上
る
。
友
馬
儀
故
・
な
く
棲
井
を
殺
せ
し

故
に
、
家
来
の
女
房
と
不
作
法
の
儀
有
之
に
付
成
政
仕
休
に
事
を
寄

申
候
。
無
罪
の
女
迄
も
殺
し
不
便
成
事
に
御
座
候
と
申
上
る
。
水
原

は
紳
尾
と
知
盛
田
也
。
公
甚
だ
怒
給
ふ
。
左
馬
に
切
腹
可
被
仰
付
に
極

る
。
左
馬
宅
中
に
引
錨
る
。
前
田
美
作
・
長
田
牛
助
・
囲
七
兵
衛
、
共
外

許
多
と
L

K
錨
る
。
今
押
寄
る
/
¥
と
相
待
て
ど
も
、
二
日
二
夜
別

保
な
し
o
於
是
牛
助
去
は
、
飴
人
は
兎
も
角
も
、
美
作
殿
是
に
御
入
候

俄
は
勿
体
な
し
。
只
今
に
も
寄
来
ら
ば
、
此
に
有
合
も
の
共
一
人
も
遁

れ
ま
じ
。
左
候
は
ど
摘
大
成
左
馬
が
誤
り
に
も
成
ぺ
し
。
未
寄
以
前

に
左
馬
切
腹
い
た
さ
れ
よ
、
我
等
介
錯
す
ぺ
し
。
日
本
の
紳
を
以
て
、

共
刀
に
て
我
等
も
克
切
腹
す
ぺ
し
と
云
ふ
。
共
時
美
作
被
申
候
は
、

牛
助
は
い
左
事
を
被
申
も
の
か
な
。
左
馬
切
腹
し
共
方
も
腹
切
た
ら

ぽ
、
紳
八
幡
共
次
は
我
等
腹
を
切
可
申
候
。
共
上
に
退
た
る
も
の
は

趣
も
男
は
成
ま
じ
け
れ
ば
、
一
人
も
退
者
は
有
ま
じ
。
何
も
一
同
し
、

寄
来
る
も
の
と
花
や
か
に
一
職
し
死
ぬ
る
迄
よ
と
.
中
々
可
被
罷
出

休
に

τ注
し
。
満
座
右
と
一
同
し
、
捕
銀
り
て
居
る
。
公
に
も
可
被
遊

様
な
〈
、
左
馬
・
七
兵
衛
雨
人
遁
放
と
被
仰
出
、
各
目
出
度
々
々
々
と

可
観
小
説
巻
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八
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あ
げ
給
へ
と
て
、
輸
を
乗
て
引
事
る
。
伊
右
衛
門
一
の
築
を
打
線
ひ
、

煙
の
内
に
こ
の
築
を
込
む
。
畑
散
じ
て
見
れ
ば
、
ニ
騎
は
遥
々
と
行
延

た
り
。
隷
鴻
詐
喫
邸

一
、
海
井
暖
長
家
職
死
の
人
々

演
井
畷
の
時
長
如
巷
が
臣
殿
死
五
人
。
長
右
衛
門
・
堀
内
意
周
・
八
田

喜
右
衛
門
・
小
林
平
左
衛
門
・
鹿
島
地
六
左
衛
門
也
。

一
、
漉
井
左
馬
・
囲
七
兵
衛
遁
放
を
被
命

慶
長
年
中
の
末
、
於
高
岡
濃
井
左
馬
方
、
榊
尾
問
書
方
と
て
御
家
中

二
つ
に
分
る
。
桜
井
某
と
い
ふ
浪
人
、
初
は
左
馬
方
を
頼
て
御
家
を

望
む
。
然
る
に
図
書
出
頭
は
つ
よ
き
と
て
、
左
馬
を
捨
て
闘
書
方
に

成
る
。
士
の
風
俗
を
取
失
ふ
と
左
馬
方
の
者
共
愉
之
。
或
時
左
馬
馬
を

の
ら
せ
見
物
し
居
た
る
所
へ
来
懸
り
、
本
よ
り
無
一
言
ゆ
ゑ
に
高
あ
し

だ
の
ま
L
に
で
遇
る
。
固
七
兵
街
も
共
所
に
あ
り
、
是
非
成
敗
す
ぺ
し

と
て
、
共
夜
間
書
方
よ
り
嬰
井
草
履
取
一
人
に
て
賜
る
を
、
先
づ
左
馬

斬
之
。
こ
の
太
万
七
兵
衛
に
て
維
な
く
切
殺
し
ぬ
。
翠
日
襖
井
を
ば

左
馬
・
七
兵
衛
商
人
民
て
切
殺
と
い
ふ
事
、
商
問
中
に
隠
れ
な
し
。
時

に
楼
井
が
宿
は
左
馬
下
屋
敷
の
近
所
左
り
。
下
屋
敷
民
有
之
女
の
首

を
切
で
、
町
端
に
懸
た
nM
。
瑞
髄
公
御
鷹
野
に
御
出
に
て
、
彼
女
の
首

て
圏
境
迄
送
り
て
飾
る
。
扱
左
馬
は
藤
堂
和
泉
守
殿
へ
奉
公
し
、
大

坂
陣
は
彼
家
に
て
勤
め
た
り
。
七
兵
衛
は
加
藤
左
馬
助
殿
へ
奉
公
せ

し
に
‘
雨
入
と
も
後
販
を
も
ら
ひ
御
家
へ
蹄
参
せ
り
。
棲
井
は
槌
井

嘉
辰
が
父
な
り
。

一
、
岡
山
表
に
て
野
村
左
馬
・
永
井
左
内
等
の
鋤

民
長
二
十
年
五
月
七
目
、
岡
山
に
て
野
村
左
馬
働
き
は
、
初
め
黒
威

し
の
人
と
突
合

τ突
伏
け
る
所
へ
、
狸
々
緋
の
初
級
武
者
来
て
突
合

ひ
、
是
を
も
突
伏
け
る
に
、
敵
も
か
さ
み
、
味
方
も
来
り
て
敵
を
遁
芯

た
り
。
彼
黒
成
の
首
は
永
井
左
内
取
之
。
狼
々
緋
は
誰
取
候
哉
、
.
左
馬

は
先
を
心
掛
候
故
陀
不
存
と
言
上
す
。
然
所
に
丹
羽
織
部
、
岡
山
表

に
て
狸
々
緋
の
初
織
武
者
と
突
合
突
伏

τ首
を
取
候
皆
に
て
、
首
に

mm
織
を
添
て
上
之
。
岡
山
に
て
狸
々
。
緋
の
羽
織
武
者
は
只
一
人
・
な
ら

で
無
之
俄
は
、
諸
人
可
存
事
に
候
。
然
れ
ば
茶
畑
鑑
三
併
の
m
m
織
武
者

と
・
突
合
突
伏
申
事
、
儒
り
の
様
に
候
問
、
是
弗
と
も
此
所
を
御
礼
し

於
不
被
下
は
堪
忍
難
成
候
と
言
上
す
。
微
妙
公
、
左
馬
允
申
分
御
聞
届

被
遊
候
問
、
共
心
得
可
仕
よ
し
黍
き
御
意
等
有
之
、
共
分
に
罷
成
候
。

叉
各
障
の
時
、
永
井
左
内
不
首
尾
の
事
あ
り
て
御
知
行
被
召
放
、
夏

陣
の
時
は
浪
人
也
。
丹
初
織
部
と
知
脅
に
付
同
道
し
、
岡
山
表
に
て
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